Ⅲ　園経営について
１　教育目標
　　「豊かな心をもち、自ら考え行動し、たくましく生活する子どもの育成」
　～ふるさと古志を愛する子・やさしい子・考える子・元気な子～
２　園経営にあたっての基本的な考え方
　（１）幼稚園教育要領に基づいた教育活動を推進する。
　（２）園児の発達段階や園児の実態に応じた教育活動を推進する。
　（３）子どもたち一人一人の人権を尊重した教育活動を推進する。
　（４）地域の「ひと・もの・こと・自然」を十分に生かした教育活動を推進する。
　（５）保護者や地域等に開かれた古志幼稚園をめざす。
　（６）職員一人一人が、自らの職責を自覚し、常に自己研鑚に励み、より質の高い教育活動をめざす。
３　園経営の重点
　（１）ふるさと古志の「ひと・もの・こと・自然」に関わる教育資源を計画的に活用し、園児一人一人の感性・主体性・創造性を育み、コミュニケーション力や表現力を高める。
（２）少人数学級の良さや特性を生かし、きめ細やかで目の行き届いた援助（生活習慣、道徳性の芽生え、対話）により「愛情と信頼関係」を深める。
（３）幼児期に育てたい１０の姿を具体的な姿で捉え、個と集団の育ちにつながる援助のあり方を工夫する。
４　教育構想図

Ⅳ　学級目標
３歳児
　〇教師や友達に親しみをもち、自分の思いや考えを素直に表現する。
　〇身近な環境に興味や関心をもったり、自分の好きな遊びを見つけたりして、のびのびと遊ぶ。

　〇基本的な生活の仕方が分かり、自分の身の回りのことを自分でしようとする。
４歳児
〇身近な人やもの、自然に触れて遊ぶ中で、自分なりに考えたり、試したりする。
　〇友達と言葉を交わし、互いの思いを受け止めながら、一緒に遊びや生活を楽しむ。
〇生活の仕方が分かり、身の回りのことに進んで取り組んだり、友達と力を合わせたりする。
５歳児

〇自分のめあてに向かって挑戦したり、考えたり工夫したりしながら遊びを続ける。
〇進んで友達と関り、自分の思いや考えを相手に分かるように伝えたり、友達の思いに心を寄せ
　互いの良さを認め合ったりする。
〇友達と共通の目的に向かって、遊びや活動に取り組み、最後までやり遂げる。
「豊かな心をもち、自ら考え行動し、たくましく生活する子どもの育成」


～ふるさと古志を愛する子・やさしい子・考える子・元気な子～
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～めざす幼稚園像～


①心身ともに健康で、子どもの成長を育み、励ます教員


②心豊かで、子ども一人一人の思いや願いを大切にする教員


③切磋琢磨して、意欲的に研修に励む教員


④報告・連絡・相談・確認を密にし、協調性に富む教員





～めざす子ども像～


①人に進んで関わる子ども


②身近な環境に進んで関わる子ども


③感じたことを自分なりに表現する子ども


④言葉や動作をとおして伝え合う子ども


⑤健康で安全な生活を送る子ども





～めざす幼稚園像～


①活気に満ちた楽しい園


②清潔で美しい園


③教育環境が充実した園


④家庭や地域に開かれた園


⑤健康で安全な生活をめざす園








